
VMware P2V Assistantについて
VMware® P2V Assistant 2は、既存の物理マシンのイメージをVMware

仮想マシンに移行するためのエンタープライズ クラスの移行ツールで

す。市場で実証済みの使いやすいツールであり、Windows® NT 4.0から

Windows Server 2003に至るMicrosoft® Windowsオペレーティング シ

ステムが稼働する物理マシンを、迅速かつ確実に仮想マシンへ移行する

ことができます。

VMware P2V Assistantの用途とメリット
VMwareは、物理マシンから仮想マシンへの移行の自動化を2002年に業

界で初めて実現しました。そして、その実績と300を超える企業ユーザー

の皆様からのフィードバックを基に、P2V Assistantの新バージョンをリ

リースしました。

P2V Assistantは、物理マシンを本番稼働可能な仮想マシンに変換するた

めに必要となる、すべての変換処理を実行します。ユーザーは、使いや

すいGUIウィザードの指示に従うのみでよく、ウィザードが次のような

処理を実行します。

• 組み込みまたはサード パーティ製のイメージ処理ツールを使用して、

ソースマシンのイメージを作成

• ディスク コントローラやドライバが必要な変換処理をすべて実行し、

仮想マシンを起動

• 新しい仮想マシンを本番稼働可能な状態にするための構成変更を提示

自社のIT運用において仮想化テクノロジを活用したいと考える企業に

対して、VMware P2V Assistant 2は次のメリットを提供します。

• 物理マシンを迅速かつ確実に仮想マシンに移行する自動化ソリュー

ション

• NT 4.0からWindows Server 2003に至る広範なWindowsプラット

フォームのサポート

• 数千もの導入事例によって洗練された、優れた操作性

• コンサルティング サービスと認定パートナーによってサポートされ

ている、市場で実証済みの成熟したテクノロジ

• クラス最高のVMwareソフトウェアとの互換性

クラス最高の仮想マシン作成ツールであるVMware P2V Assistantは、次

のような用途に使用できます。

• 既存のアプリケーションをVMware仮想マシンに迅速かつ容易に移行  

VMware P2V Assistantは、ソフトウェアの再インストールや複雑なア

プリケーション環境の構成の必要性を排除することにより、移行プロ

セスを迅速化し、セットアップ時間を短縮して、可能な限り最短の時

間でVMwareソフトウェアへの投資価値を提供。企業における次世

代コンピューティングの基盤となる、VMware仮想インフラストラク

チャへのシンプルな移行を実現

• 効率的なQAとデバッグ  VMware P2V Assistantは、本番システムのイ

メージをVMware仮想マシンにキャプチャし、これらのイメージを統

合「サンドボックス」環境に再展開。本番環境の正確なレプリカでト

ラブルシューティングや変更テストにより、本番サーバの中断を最小

限に抑制可

• 災害復旧とバックアップ  VMware P2V Assistantにより、本番システ

ムを「オフライン」仮想マシンのライブラリに定期的にキャプチャ可

能。障害発生時には、このオフライン仮想マシンをアクティブにして、

サービスの中断を最小限に抑制  

• 仮想インフラストラクチャを基盤とした標準化  従来のアプリケー

ションを、サポートが終了したプラットフォームから、統合された

VMware仮想マシン環境への迅速な移行を実現。移行時には、これら

のサーバを新しいハードウェアにアップグレード可能。さまざまな

機種の物理サーバと既存の仮想マシン（VMwareおよびVMware以外）

すべてを、最小限のダウンタイムで、クラス最高のVMwareプラット

フォームへの移行を実現。柔軟性、コスト削減、管理の合理化といっ

た仮想インフラストラクチャのメリットを提供

VMware P2V Assistant
物理マシンを仮想マシンに移行するためのエンタープライズ クラスのソフトウェア

VMware P2V Assistantでは、ウィザードの指示に従うことによって物理マシンのクローンを仮想
マシンに作成できます。

「VMwareを使用しないと、すべてのアプリケーションを書き直す必要があるため、
これらのマシンの移行には数か月から数年かかります。当社ではVMwareを使用
したため、わずか数時間で済みました。システムと構成は現状のまま保持されて
います。P2V Assistantは作業をはるかに容易にします」 

Guardian Life
シニア システム エンジニア

Suraj Dalal氏
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主な機能

VMware P2V Assistantを使用する理由
使用例 メリット

既存のアプリケーションをVMware仮想マシンに迅速かつ容易に移行 • 変換中のダウンタイムを短縮
• アプリケーションのインストールおよび構成の所要時間を短縮
• アプリケーションの構成とデータの同期におけるエラー発生のリスクを軽減

効率的なQAとデバッグ • より現実的な環境でのテスト
• 市場投入期間の短縮

災害復旧とバックアップ • 災害対策および災害復旧用に、本番環境の正確なレプリカを作成

仮想インフラストラクチャを基盤とした標準化 • 物理マシンと既存の仮想マシンすべてをクラス最高のVMwareプラットフォーム
に移行

レガシー サーバの移行 • サポートが終了した古いハードウェアからレガシー アプリケーションを移行
• 古いハードウェアのインストール手順を実行して再構成する必要性、およびそれ
に伴うリスクを排除

展開前のパッチ テスト • 多大なハードウェア コストをかけることなく、パッチ テストおよびステージング
作業を大幅が向上

• 長時間を要する構成作業なしで、環境の正確なレプリカを作成

さらに使いやすく
• 変換プロセスを容易に

• 変換にWindowsサービス パックや
ホット フィックスパッチが不要

• 変換後に、仮想マシンの構成ヒント
を自動表示

• 変換に必要な手作業がさらに減少

より広範なシステムのサポート
• Windows 2003

• Windows XP

• SMPシステム

最新のVMwareプラットフォーム向け
に最適化
• ESX ServerTM 2.x（Virtual SMP利用）

• GSX ServerTM 3.x

• Workstation 4.x

• 物理マシンをそのままの状態でVMware
仮想マシンにコピーおよび変換

• さまざまなハードウェアおよび
Windowsシステム間で、構成とデー
タを維持した状態で既存のアプリケー
ションを移行

• 使いやすいウィザード ベースのイン
タフェースと仮想マシンの構成ヒント

• ディスクのサイズ、タイプ、およびパー
ティションをプロアクティブに再調整
して、ストレージ リソースの使用率を
最大化 

• 組み込みまたはサード パーティ製の
イメージ処理テクノロジを使用して、
物理マシンの仮想マシン クローンを
作成

• 物理マシンのバックアップまたはク
ローンからP2Vプロセスを開始する
ことにより、システムのダウンタイム
を最小化

VMware P2V Assistant 2の新機能

仕様

製品の構成要素
• P2V起動CD
• P2VアプリケーションCD（P2V Assistant）
• サード パーティ製のイメージ処理ツール
 （クローン作成に任意使用）
• クローン作成ソフトウェア：Symantec Ghost、
 PowerQuest Image Centerなど
• バックアップ ソフトウェア：VERITAS Backup
  Execなど
• ヘルパー仮想マシン（ソース マシンと
 ターゲット マシンの間の中継マシン）
• ヘルパー仮想マシンのオペレーティング 
 システムは、ソース マシンのOSと
 一致していること

P2V AssistantがサポートするVMware製品
P2V Assistant バージョン1
• VMware Workstation 3.xおよび4.x以降
• VMware GSX Server 2.x以降
• VMware ESX Server 1.5.2および2.x以降

P2V Assistantバージョン2
• VMware Workstation 4.5以降
• VMware GSX Server 3.0以降
• VMware ESX Server 2.0.1以降

ハードウェアに関する考慮事項
• P2V Assistant 2は、ACPIテクノロジに対応し
ています。P2V Assistant 1は、VMware製品
の古いバージョンも継続してサポートします。
P2V Assistant 2とP2V Assistant 1は、同じシ
ステム上で同時に稼働させることができます。
• P2V Assistantは常に、IDEドライブをSCSIに
 変換します。

システム条件
サポートするソース システムOS
• Microsoft Windows NT Server 4.0および
 Microsoft Windows NT 4.0、サービス パック4
 以降
• Microsoft Windows 2000 Professional/Server
• Microsoft Windows 2000 Advanced Server、
 サービス パック1以降
• Microsoft Windows XP Professional
• Microsoft Windows Server 2003
 （ボリューム ライセンス）

サポートするハードウェア
• 最新のテスト済みのソース ハードウェアの一
覧については、Webサイト（URL:http://www. 
 vmware.com/support/p2v2/doc/p2v_ hardware. 
pdf）をご参照ください。
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